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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

（N. T）

表紙に寄せて

　新年、明けましておめでとうござい
ます。
　今年は寅年、虎は勇猛果敢な動物で
「決断力」を象徴します。
　物事を決断し歯科医師会としても
会員そして県民の皆さまのために、
事業活動を通じて進んでいけるよう
今年一年もご指導ご協力よろしくお
願いします。
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年 頭 所 感

一般社団法人熊本県歯科医師会　会長　　伊　藤　明　彦

　2022年の初春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　昨年は、無観客での東京オリンピック開催や、初めてオンラインでの九州歯科医学大会の開催

と、一昨年に続き新型コロナウイルス感染拡大に翻弄される年となりました。会員の先生方やス

タッフの皆様におかれましては、盤石な感染対策を励行して、安定した歯科医療を提供して頂い

ておりますこと、衷心より感謝申し上げます。

　さらに、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種においては、180人余の先生方が接

種実技講習を受講され、グランメッセ熊本において約80人の先生に4,000回余の接種をして頂き

ました。このような感染や災害における歯科医師の真摯な姿勢は、歯科界に対する信頼を得るこ

とに繋がると思います。

　 「熊本県は『健康長寿は歯から』をキャッチコピーでいきましょう」と蒲島県知事より言って

頂いており、学校でのフッ化物洗口促進のために、啓発ビデオのご出演など歯科に対して大変ご

理解を頂いております。また、政府の骨太の方針には５年連続で歯科の項目が明記され、自民党

の政策にも「国民皆歯科健診の実現」という文言が入り、将来の歯科界におけるターニングポイ

ントとなる非常に肝要な時期だと考えています。健診事業の政策が実現できた場合、「歯周病と

全身疾患」「オーラルフレイル」など情報の浸透率を深められているかが重要です。既存の各種

健診事業の受診率の低さを見ても、県民の皆さんに口腔健康管理の大切さがまだまだ十分に浸透

していないと考えます。受診行動に繋がる意識変容のため、広報活動をより活発強化し、熊本県

をはじめとする行政機関との連携強化・メディアへの情報提供を更に図って参ります。

　さらに、地域包括ケアシステムにおきましては、在宅歯科医療・回復期連携など歯科医療連携

室を十分に活用して県民の皆さんの健康長寿をサポートしていく必要があります。現在、老人福

祉施設・ケアマネージャー協会・老健協会など各種団体との懇談会を計画し、順次行っており、

今後も歯科医療の重要性を説明して参ります。会員の先生方には訪問歯科や各種講演会の開催な

ど、ご尽力いただく場面が出てくることと思いますが、何卒ご協力をお願い申し上げます。

　さて、2022年は寅年です。“虎は千里を行って千里を帰る”という言葉がありますが、虎は古

来より１日千里もの距離を走っても千里戻ってくるほどの優れた行動力を持っていると言われて

きました。県民の皆様に寄り添う歯科医療を今後も体現し続けるために、熱量を持った行動力で

県歯業務に邁進して参ります。結びになりましたが、この新しい一年が会員の先生方にとって幸

多きものになりますよう心からお祈り申し上げております。
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年 頭 所 感

公益社団法人日本歯科医師会　会長　　堀　　　憲　郎

　明けましておめでとうございます。新型コロナウイルス感染症という未曾有の事態と向き合っ
て2年が経過しました。この感染症は、「医療提供体制の維持と社会経済活動の維持のどちらを
優先するべきなのか」という議論を提起し、効率性、財政面を重視した近年の社会保障政策、医
療政策に警鐘を鳴らしたものと受け止める必要があります。我々は医療提供者の一員として、改
めて国民の健康、生命と生活を守る立場で政策提言をしなくてはならないと考えます。
　自覚症状のない感染者が増え、感染経路の不明な感染事例が増えていることから実態把握が難
しくなっていますが、過去５回の内部調査によれば、一昨年に引き続き昨年も歯科治療を介して
の明らかな感染拡大の事例の報告はありませんでした。歯科の臨床現場は歯科医師やスタッフへ
の感染リスクが高いと言われる中で、日頃のレベルの高い感染防止対策を維持し、更に換気対策、
予約調整等コロナウイルス感染への特段の措置を講じてきた結果と認識されます。臨床現場の皆
様のご尽力に御礼申し上げます。
　更に「歯科医師によるワクチン接種協力」も歴史的な対応となりました。歯科医師によるワク
チン接種では、令和３年11月22日現在で、必要な事前研修の修了者は19,392人に上り、昨年10
月末までに延べ28,000人を超える歯科医師が出動し、160万回を超える接種を行いました。数字
の大きさよりも、コロナ治療の最前線と医療界全体が連帯する姿を、歯科の立場から実績として
内外に示せたことは、次の世代に胸を張れる対応ではないでしょうか。
　まだ本会の会務運営は、コロナにより抑制されたものにならざるを得ませんが、一昨年の秋に
取りまとめた「2040年を見据えた歯科ビジョン」については、昨年６月に発足した新執行部に
おいて具体的な展開を進めています。
　今年は健康保険法が制定された1922年から数えて丁度100年目になり、我が国の公的医療保険
制度は、一世紀に亘る歴史をもつに至ります。この間、戦後のう蝕のまん延に対する歯科界挙げ
ての予防活動や、30年を超えて継続している8020運動の成果により、国民の口腔環境は大きく
変化しました。それに伴う国民の歯科医療に対するニーズの変化に応えるため、歯科界は新たな
歯科医療の姿として「口腔機能の維持、向上をはかる歯科医療を目指す」という方向性をもつと
ともに、「歯科医療と口腔健康管理の充実により、国民の健康寿命の延伸をはかり、元気な高齢者、
働き手、支え手を増やし、人口減少問題にも貢献する」との明確な目標を有しています。その実
現に向けた強い決意のもとで取りまとめたのが、この「2040年を見据えた歯科ビジョン」にな
ります。
　本執行部に設置した「歯科ビジョンの具体的展開に関する総合会議」で全体を俯瞰しつつ、17
のチームで鋭意議論を深めており、この2040年を見据えた歯科ビジョンを20年後に向けた航海
の羅針盤として、新しい１年においても、一貫性のある対応をしていきたいと考えます。
　新型コロナウイルス感染症により「普通に生活をできることの貴重さ」を再確認した2年間で
したが、新しい年においては、国民の皆様、会員の皆様、関係者の皆様に、ひとつでも多く明る
い話題、元気の出る話題をご提供できるよう、日本歯科医師会役職員一同全力で取り組んで参り
ます。皆様のご健勝をご祈念申し上げ、年頭のご挨拶と致します。
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今年も残すところあと１ヵ月

― 第７回理事会 ―
　11月24日（水）午後６時から県歯会館にて
伊藤会長他五島理事を除く全役員、東学院長
出席のもと開催された。
１．開会：松本副会長
２．挨拶：伊藤会長

　最近朝晩急に寒くなってきましたが、健康
にはくれぐれもご留意ください。さて、本日
の理事会は、次年度の各委員会並びに総務の
事業計画案が議題に上がっています。理事の
皆様には、私から各委員会に提示した内容も
含めて作成いただきまして、誠にありがとう
ございました。そして、事業計画を立てるだ
けでなく、計画を確実に執行することが重要
ですので、このことを念頭に議題をご審議く
ださい。また、所管外でも提案できることが
あれば積極的にご意見をお願いします。また、
現在のところ新型コロナウイルスの感染が収
まっていますが、この状況も一時的であり、
年明けに感染拡大するかもしれません。各委
員会では、会員診療所でのクラスターが発生
しないよう、会員への注意喚起等の対策を引
き続き考えていただきたいと思います。本日
もよろしくお願いします。

３．議長選出：伊藤会長
４．議事録署名人：増田・水上監事、
　　　　　　　　　伊藤会長
５．会務報告：（自：10月25日～
　　　　　　　　　 至：11月21日）
　本会総務：理事会、常務理事会、各委員会

概算要求協議
　学　　術：日本補綴歯科学会共催生涯学習

公開セミナー
　社会保険：近県歯科医師会社会保険担当者

会議
　地域保健Ⅰ：地域保健委員会Ⅰ
　地域保健Ⅱ：地域保健委員会Ⅱ、後期高齢

者歯科口腔健診データ分析会議

　広　　報： 『熊歯会報』12月号の校正
　学校歯科：学校歯科委員会
　医療対策：医療相談・苦情事例報告
　センター・スペシャルニーズ：センター

IV-S研修会、障がい者歯科スキ
ルアップセミナー

　厚生・医療管理：厚生・医療管理委員会
　医療連携：菊南病院・山鹿中央病院・武蔵ヶ

丘病院と回復期連携覚書取り交
わし

　学　　院：学院役職員会
　以上、各担当役員より報告がなされた。
６．報告事項：
　１．退会会員
　　　國廣 眞佐子 会員（第３種／下益城郡

／吉永歯科医院）令和３年12月16日　
退職のため

　２．９月末がん及び回復期の医科歯科連携
事業

　３．10月末会計現況
　４．九州歯科医学大会
　　　大会の実施内容、参加者数、事後アン
ケート結果を報告した。

　５．ヒト歯を用いた被ばく線量評価事業に
おける乳歯収集

　　　福島県歯より依頼があった乳歯収集に
協力することを報告した。対象診療所は
役員及び委員会委員にする。

７．連絡事項：
　１．令和３年12月行事予定
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　２．熊本県がん診療連携協議会セミナー 
県民公開講座受講申込

　　　12 ／ 12（日）開催の県民公開講座にて
三森理事が講師を務めるので、役員に受
講を呼び掛けた。

８．承認事項：
　１．後援名義の使用依頼【承認】
　　◦熊本糖尿病ネットワーク研究会（ハイ

ブリッド形式）／熊本糖尿病ネット
ワーク研究会

　　　後援名義の使用許諾を承認した。
９．議題：
　１．関係機関・団体への会費等の納入【承認】
　　・複十字運動募金／結核予防会
　　　　個人向けの募金であるため、寄付は

行わない。
　２．令和３年度熊本県委託事業に係る予算
【承認】

　　◦介護者歯科実技研修事業
　　　県委託事業に係る予算案を承認した。
　３．高圧交流気中開閉器（PAS）の更新【承
認】

　　　高圧交流気中開閉器の交換期間を経過
したため、大橋事務所に取替工事を発注
することを承認した。

　４．会費・共済互助負担金 免除申請の認
定【承認】

　　　会員１名より申請があった会費・共済
互助負担金の免除認定を承認した。

　５．会費・共済互助負担金 免除申請の認
定方法【承認】

　　　申請に係る書類提出の負担軽減及び手
続き簡素化のため、印鑑登録証明書は廃
止する。また申請書の新様式への変更を
承認した。

　６．令和４年度 各委員会事業計画（案）【承
認】

　　　各委員会事業計画案を承認した。
　７．令和４年度 総務事業計画（案）【承認】
　総務事業計画案を承認した。

　８．新入会員研修会【承認】
　　　研修会の日程及び内容を承認した。
　９．令和４年度後期高齢者歯科口腔健康診
査【承認】

　　　健診項目及び健診単価を承認した。
　10．第14回熊本県医療・保健・福祉連携
学会【承認】

　　　宇治常務理事がコロナ禍における歯科
医師会の取り組みについて発表すること
を承認した。

10．協議事項：
11．監事講評：
　増田監事より「コロナ禍で計画どおりに出
来なかった事業もあると思うが、予算執行率
を念頭に進めてほしい。延いては予算削減に
もつながる。」、水上監事より「今年度予算は
コロナを前提に組んであるので、各委員会は
引き続き執行率を注視して、無理のないよう
年度末までお願いしたい。」と述べられた。
12．閉会：宮井副会長

（広報　神㟢 理子）
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講師の研究内容等を詳しく説明

― 日本補綴歯科学会共催生涯学習公開セミナー ―

　11月７日（日）午前10時より標記セミナー
が豊田委員の司会進行にて開催された。椿副
会長の挨拶のあと、日本補綴歯科学会東京支
部の島田先生より歯科医師会との共催補綴学
会の生涯学習公開セミナーの趣旨について、
日本補綴歯科学会認定修練医、認定医・専門
医制度についての紹介があった。
　続いて、九州大学歯学部の松村英尚教授に
よる講演Ⅰが「外傷予防だけではない…ス
ポーツマウスガードの臨床」という演題で開
始した。
　まず、マウスガード製作の前に大切なこと、
マウスガード装着による期待される効果など
知っておくべき基礎知識について説明があっ
た。
　その後、競技中の歯牙にかかる負担につい
て、テニス選手へ提供したマウスガードを調
査された自身の研究内容について詳しく説明
され、ボディコンタクトを伴わないテニスで
も短期間にマウスガードを変形させるほどの
負荷が歯にかかる可能性が明らかにされた。
　さらに、マウスガードの種類や具備すべき
条件について、カスタムメイドマウスガード
の優位性や、製作のポイントについてステッ
プごとに詳細な説明がなされた。
　特に、咬合採得については左右バランスよ
く、臼歯部で咬合させ、軽く合わせたときに
前歯は接触しない、ぐっと噛み込んだときに
接触すること、作業模型の製作については正
確な作業模型がマウスガード適合の基本であ
ること、マウスガードの外形設定については、
安定性を維持しつつ、装着感と発音などの機
能を高めることの重要性について、具体的に
大学のアメリカンフットボール部のマウスガー
ドを写真で提示しながら解説された。
　また、EVAやポリオレフィンなどのシー
トの材料、加圧式、吸引式など、機械等につ

いての選択について、自身の改良型吸引式成
形機の写真などを提示され、シートの圧接の
加熱温度の重要性や各種成形機の特徴などに
ついて説明された。
　さらに、シートのミリング、研磨の注意点、
口腔内装着と咬合のチェックについても具体
的なポイントと注意点を解説されたのち、全
体のまとめの話をされ講演は終了した。
　講演後、作り替えの時期や費用について参
加者からの質問に対して、丁寧な回答があっ
た。
　次に九州歯科大学顎口腔欠損再構築学講師
の槇原絵里先生による講演Ⅱ「睡眠時無呼吸
患者に対して歯科医師ができることは？―口
腔内装置による治療の紹介―」が開始された。
　最初にコンスタントないびきと途中で止ま
るいびき、２種類のいびきの違いについての
音声と解説の後、私達が治療する無呼吸中の
呼吸努力が認められる状態、閉塞型睡眠時無
呼吸症（OSA）の病態生理と臨床症状、死
亡リスクについて、OSA患者の睡眠の特徴、
社会問題について説明があった。
　また、OSAの原因について解剖学的に、
セファロや上気道の状態から正常→いびき→
低呼吸→無呼吸の流れの解説、上気道筋や性
ホルモンなどの説明もなされた。
　OSAの診断については、エプワース睡眠
尺度、マランパティ分類、アプノモニターな

学術

Webにて65人の参加で開催された
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どの簡易装置、OSA診断のゴールドスタン
ダートである終夜睡眠ポリグラフィー（PSG）
などについてそれぞれ詳細に解説された。
　診断には①無呼吸指数（AI）②無呼吸―
低呼吸指数（AHI）③最低酸素飽和度④中途
覚醒指数
　この４つの指標が重要なチェック項目であ
ること、OSAの診断基準は無呼吸低呼吸数
（AHI）は５以上が診断の基準となり、軽度、
中等度、重度の、重症度によって治療法が決
められているとのことであった。
　OSAの治療方法についてCPAP療法、外科
的療法、OA（Oral Appliance）療法につい
て解説がなされた。其の中で私達が行うOA
療法において使用するOA装置のうち、特に
下顎を前方に移動して固定する装置につい
て、治療効果と効果の出やすい因子、CPAP
療法との比較、OAの副作用などについても

詳しく解説された。
　OA療法の流れについてもステップごとに
詳しくご説明いただいたが、ポイントとして
は、咬合採得の際のジョージゲージの使い方
（２㎜）、OAの治療顎位は50 ～ 85％前方位
くらいがよいとのことであった。
　最後に、OAの副作用、重篤な副作用を防
ぐことの重要性についても解説されたのち、
全体のまとめの話をされ、講演は終了した。
　医科への再依頼や上下の装置を接着する
ボンド、軟質・硬質など材料による副作用、
OAの顎位、フルデンチャーのOA、装置の
エンドポイントなどのたくさんの質問に対し
て、少々時間延長する中でも一つ一つご自身
の研究も交えて回答された。
　最後に、 馬場理事の謝辞で盛況に終了し
た。

（南川 剛寛）

令和３年度臨時代議員会 開催のお知らせ

　下記の通り令和３年度臨時代議員会を開催しますのでお知らせいたします。
記

　　　　　　　日時：令和４年３月26日（土）午後３時～
　　　　　　　会場：熊本県歯科医師会館　４階ホール

 ［議　事］
第１号議案　令和３年度熊本県歯科医師会会計収支補正予算書（案）の承認を

求める件
第２号議案　令和４年度熊本県歯科医師会事業計画（案）の承認を求める件
第３号議案　令和４年度熊本県歯科医師会会費及び負担金の賦課額、賦課率並

びにその徴収方法（案）の承認を求める件
第４号議案　令和４年度熊本県歯科医師会会計収支予算書（案）の承認を求め

る件

 ［協　議］
１　時局対策について
２　その他

　　　※代議員会は公開となっています。傍聴を希望される場合は、事務局に
必ずご連絡のうえ、ご来場下さい。

　　　※新型コロナウイルスの拡大状況によっては、一部制限をすることがあ
りますので、ご了承ください。
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熊本市歯科医師会

感染対策を徹底し久しぶりに対面形式での開催

― 第２回学術講演会 ―
　11月６日（土）に市歯会館にて標記講演会が
開催された。コロナ禍にあって、講師の先生が
来熊され久しぶりの対面形式での開催となっ
た。
　開催に先立ち、会長挨拶に続いて、福岡市開
業の辻本デンタルオフィスの辻本真規先生をお
招きし、「明日から始められるラバーダム防湿
と歯内療法のポイントと接着修復の臨床」と題
して講演された。
　Ⅰ．『明日から始められるラバーダム防湿の基
礎と手技』として、まずラバーダム防湿の目的
を提示された。ラバーダム防湿にはさまざまな
目的がある中で、「術野の明視と操作性の容易
化・術式の合理化」を特に重視されているこ
と、また「歯肉の排除」と「歯肉溝浸出液によ
る術野の浸潤・汚染防止」を達成することで集
中できること、作業効率がアップすることを示
された。その後ラバーダム防湿を行うにあたっ
ての患者さんへの説明の流れや、辻本先生のお
勧めのラバーダム防湿に必要な道具の説明をさ
れた。器材の説明では、写真や動画を多く提示
され、わかりやすい解説だった。
　Ⅱ．『明日から始められる歯内療法の成功率
が上がる超基本』として、歯内療法で大切な事
として①極力抜髄を回避する事、②失敗する原
因の理解、③根管解剖の理解をあげられた。
　抜髄には不確実性が伴うが、それを回避する
ためのRicucciの基準、泉の基準などの診断基
準をあげられ、ここでも症例動画を通して歯髄
保存のためのアプローチを紹介された。その後、
根管の感染の機会を正しく理解すること、医原
性の根管治療失敗の原因を理解すること、接着
操作を意識した隔壁作製を行い封鎖性を維持す
ること、仮封の不良は漏洩を招くことなどを示

ホワイトボードを用い説明する辻本先生

郡市会報告

され、医原性の根管治療失敗を避け治療の成功
率を上げるためには基本原則を守ることが大事
であることを伝えられた。また根管解剖の理解
としてイスムスやフィンなどの解剖学的なト
ラップの例を挙げられ、確実に根管形成を行う
ためのpre-enlargementの手順やそれを達成す
るための扱いやすい器材を紹介された。また複
雑な根管系に対応するための根管消毒の方法や
根管貼薬の方法を示された。
　Ⅲ．『明日から始められる接着修復のポイン
ト』としては、修復の選択肢には直接修復、間
接修復、歯冠補綴があるが、「根管治療歯にも
MIを」ということで、力学的な要因や審美的
な要因を考慮した上で、歯牙の長期的な保存を
目的とした修復を行うことの重要性を示され
た。象牙質のことを考えると、歯髄保存処置の
際だけでなく根管治療時後にもレジンコーティ
ングなどの配慮が重要で、その配慮が歯牙の長
期的な保存につながっていくことを示された。
　講演後には、直接覆髄の際の洗浄方法につい
てや、湾曲根管・狭窄根管などでアプローチが
難しい際の具体的なアプローチの方法について
などの質問があった。活発な質疑応答が行われ
た後、閉会となった。

（藤岡 洋記）
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天草郡市歯科医師会

大盛況の天草市健康の集い
― 天草市健康のつどい ―

　11月13日（土）天草市複合施設ここらすにて
標記会が行われた。昨年はコロナ禍の影響によ
り小規模開催であったが、今年はコロナ感染者
の減少により市民の方々の参加も多くなり、大
盛況となった。
　まずは中嶋会長より天草市へ歯ブラシ、歯磨
き粉等計2,100個の寄贈式が行われた。馬場天
草市長への目録贈呈の際、会長が、さらなる天
草市の口腔の健康の向上になればとの意向を述
べ、市長も市の歯科保健事業に有効に活用した
いと感謝の意を伝えらえた。
　イベントとして「小学生の歯と口の健康に関
する図画・ポスターコンクール」の表彰式では、
296点の応募作品から選ばれた26点の入賞作品
が飾られ、とても上手に描かれていた。さらに
「歯と口の健康週間8020コンクール」では80歳
で20本以上歯が残っている６人の表彰式が行
われ、皆さんとてもお元気で、口腔の健康が全
身の健康に繋ると改めて認識した。
　私と小田会員で担当した「集団歯周疾患検診
コーナー」では40歳以上の市民を対象に行わ
れ、21人の希望者が参加され、健診結果や治
療が必要な方への勧告を熱心に聞いていた。ま

地域に根差した歯科医師会に

た「フッ化物塗布コーナー」では歯科衛生士会
の方々が丁寧に行い、25人の参加があった。
　また、壽永会員による「健康づくりセミナー
～大人の歯の健康と歯周疾患について～」講演
では約50人の参加があり、皆とても熱心に聴
講され、終了後には多くの質問もあがり、歯の
健康意識の一助になったと思われた。
　今回のイベントを通じて、コロナ禍でなかな
か出来なかった、診療室の外での市民の方々と
の歯科のつながりは個人的には大変楽しく、と
ても良い刺激となった。これからも地域に根ざ
し、市民の口腔ケアの向上を目指していきたい。

（松原 崇士）
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天草郡市歯科医師会

久しぶりの対面での開催
― 社会保険講習会 ―

　11月16日（火）午後7時よりプラザホテル２
階研修室オレンジホールにて、感染防止に万全
を期して標記研修会が開催された。県歯社保担
当の舩津理事をお招きして講演を頂いた。当日
は32人の参加があった。
　講演内容は、⑴レセプト審査のAI化に伴
う注意事項 ⑵個別指導の現状と将来につい
て ⑶レセプト請求上の誤りの多い事項 ⑷マ
グネット請求上の注意点などであった。AIに
ついては病名の無い処置を重点的に確認してい
ることや、技官によっては各県ともに算定でき
る要件のばらつきがあるがその差は均一化され
てくるのではないかとの事であった。講演のポ
イントとして　① 歯牙の亜脱臼については今
までの算定では整復固定のみしか算定できな
かったが、再植も算定可能になった事　② 移
植に関しては今までは生活歯のみであったが失
活歯も認められる事　③ G病名でのSRPは算
定できないため検査の結果Pであれば病名移行

４つのポイントを講演頂いた

しなければならない事　④ 義歯の患者に対し
ては口腔機能低下症を診査診断することで歯科
疾患管理料なども算定可能となり増点につなが
る事などとても内容の濃いお話があり、充実し
た講演会となった。
　講演終了後、本来であれば会員を交えて懇親
会を行い舩津理事との親睦を深めたいところだ
が、コロナ禍のため開催できず大変残念であっ
た。

（小林 裕介）

支払基金関係功績者74人が厚生労働大臣から表彰を受ける

　10月29日（金）本会会員の木村洋会員が社会保険診療報酬支払基金関係功績者厚生労
働大臣表彰を受賞しました。この表彰は、社会保険における診療報酬の審査や支払いに
関する事業推進の功績が顕著であり、他の模範と認められる社会保険診療報酬支払基金
関係役職員に対し行っているものです。この度の受賞誠におめでとうございます。

木村　洋　会員（熊本市）

熊歯会報Ｈ.31.４

37

― ―

報 告
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　県歯学術委員会の内野会員からバトンを受
けました、壽永です。私は九歯大出身で大学
時代は空手道部に所属しておりました。当時
は勉強そっちのけで、練習と飲みに打ち込ん
でいました。目標はデンタルやインカレの団
体組手で優勝すること。現在は学長であられ
る西原先生も当時は学生部長でいらっしゃい
ましたので、「空手を頑張れば、年度末の進
級試験も優遇される！」と思い日々稽古に励
んでいましたが、同期の空手部は私を含めて
ほぼ全員、西原先生の微生物講座で追試にな
り、そこに忖度はないことを痛感しました。
大学ではあまりに勉強しなかったので、これ
はまずいと思い、大学院に進学しました。結
果的にこれは大正解。仮説を立てて、結果を
導くまでの過程を組み立てていくこの作業
は、現在の臨床にも役立っています。大学院
卒業後は父のクリニックを引き継ぎ、現在に
至ります。
　今回ご紹介させていただくお店は「鮓　た
いと」です。天草で数あるお寿司屋さんの中
で、唯一ミシュランの星を獲得した名店です。
お店の外観は、一見普通の住宅のような感じ
で全然目立ちません。よくミシュランの調査
員がこの店に来たなとつくづく思います。門
構えは普通ですが、玄関をくぐればそこは別
世界。茶葉をロウソクで加熱する茶香炉の良
い香りが出迎えてくれます。この香りを嗅ぐ
と「あっ、たいとに来たな」と感じます。部

リレー投稿
○61

　　　　天草のミシュラン

天草郡市　としなが歯科・矯正歯科　壽永 旭博　

これからはウニのシーズンカウンターからのながめ

屋に入ると一枚板のヒノキのカウンターに、
立派な神棚。
　そして、BGMはなし。張りつめた心地よ
い雰囲気に、普段は猫背の僕もこの時ばかり
は背筋が伸びます。夜のメニューはおまかせ
握りのコースかツマミ付きの握りのコースの
どちらか。私はビールや日本酒を飲みますの
で、ツマミ付きの握りのコースをよく注文し
ます。気になるコースのお値段は13,000円。
少々高めの値段ですが、メニューを見ながら
色々と悩む必要もなく、大将オススメの旬の
地のものを出していただけるので個人的には
オススメです。５月のコースは蒸しアワビ・
煮タコ、車海老の刺身、クエの炙り、紫ウニ、
ブリの塩焼きやメヒカリの天ぷら。クエは
30㎏のものを11日寝かせてから出している
とのこと。１時間ぐらいかけてゆっくりツマ
ミを楽しんだら、そのあとは握り。今回はイ
カから始まり、鯛の昆布〆、車海老、しまあ
じ、紫ウニ、マグロ、コハダ、アナゴ、干瓢
巻きに赤だしの味噌汁がつきます。コースの
内容はその日の仕入れで変更があります。大
将曰く、これからはウニのシーズンで赤ウニ
が特にオススメとのこと。今回食べた紫ウニ
も非常に美味しく、追加で注文したほど。
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　ここに来ると、普段全く飲まない日本酒が
ハイペースで進みます。気さくな大将とたわ
いもない話をしながら、心許せる仲間と盃を
交えるのも良し。普段お世話になっている妻
のご機嫌をとるために来るのも良し。次は二
人ではほとんど飲みに行ったことがない、日
本酒好きの気難しい父を誘ってみようかなと
考えています。考えてみれば、小さい頃から
父の背中を見て育ち、いつかは父のような歯
科医師になりたいと思い、この職業につきま
した。大学院まで行かせてもらったことにも
感謝しておりますが、仕事になるとお互いの

意見がぶつかることも多々あります。そんな
父と二人で飲みに行くというのはドキドキも
のですが、『たいと』なら父のニヤリとした
笑顔が目に浮かびます。面と向かって感謝の
気持ちを伝えることは絶対できませんので、
日本酒と美味い肴で伝えてみたいと思いま
す。来月になったら、毎月妻から支給される
小遣いを握りしめて、気難しい父と飲みにで
も出かけてみようかなと思います。次号は同
じ県歯学術委員会の豊田会員にバトンを託し
ます。豊田先生、宜しくお願い致します。

伝達式

　本会会員の神戸威会員が受章、市原誓志会員が表彰を受けましたので伊藤会長、牛島専務理事
出席のもと伝達式が執り行われました。この度の受賞誠におめでとうございます。

令和３年度秋の叙勲 瑞宝双光章

　12月11日（土）午後２時～
　　　　　　　　於：県歯会館

神戸　威　会員（上益城郡）

日本歯科医師会会長表彰

　12月11日（土）午後１時30分～
　　　　　　　　於：県歯会館

市原 誓志　会員（阿蘇郡市）
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仔犬を迎え
八代　原田歯科医院　林田 真紀子

　この度、投稿の機会を頂きました八代の原
田歯科医院の林田真紀子と申します。
　福岡歯科大学卒業後、九州歯科大学第２保
存（当時）へ入局、その後福岡市内の開業医
で勤務をしておりましたが父が手術をするの
で実家の医院に呼び戻されることになりまし
た。退院後また福岡に戻るつもりで父と診療
していましたが、今度は脳出血で倒れ、いよ
いよ覚悟を決め2016年４月に医院継承、歯
科医師会入会、同年６月に父が他界し現在は
同じく歯科医師をしている妹と細々と診療す
る日々を送っております。
　歯科医師会は私の勝手なイメージで気難し
い先生がたくさんいらっしゃるんだろうな…
と思っていて入会にはだいぶ躊躇しました
が、入ってみると水上前会長をはじめ八代歯
会の先生方は皆優しい先生ばかりで温かく迎
えて下さり本当に感謝しています。
　せっかく投稿の依頼を頂いたものの特にネ
タがなく…元々ライブや近場に旅行に行くの
が大好きでしたがコロナ禍でどちらもできな
くなりました。
　そんな折、今年の４月に仔犬を迎えまし
た。元々子供がいない私たち夫婦はいずれ犬
を迎えようと話してはいたのですが主人の一
目惚れである日突然やってきました。ブラッ
クタンのロングコートチワワ２ヶ月です。そ

れから私たちの生活は激変しました。外食が
多かったのですが家での食事が増え、何もな
い日曜日はよく競馬をしていましたが天気が
良ければ決まってドッグランへ行き一緒に走
り回り、部屋も犬仕様に変わりました。お陰
で夫婦間の会話も笑顔も友人も増えました。
愛犬の体重もうちに来た時600ｇだったのが
半年くらいで５㎏超になりました。異業職の
主人も私と同じように日々仕事に追われ疲れ
悩んでいたりしましたが、愛犬と一緒にいる
時間は色んな嫌なことを忘れさせてくれて迎
えることができて本当によかったです。最高
の存在で癒しです。実家には先住犬の16歳、
11歳、４歳の愛犬達がいます。これからも
皆元気で穏やかな日々を過ごしていけたらい
いなと願っております。
　最後にいつも診療の相談やアドバイスをく
れるYTMの先生方、保険のアドバイスをく
れる八代社保学術委員会の先生方、福歯大
23期熊本同期の先生方、山口会長をはじめ
親身に相談に乗って下さる八代歯会の諸先生
方、いつもお世話になり本当にありがとうご
ざいます。この場を借りて御礼申し上げます。
以上、熊歯おばさんのひとりごとでした。最
後まで読んで頂きありがとうございました。

ベジー♀

熊歯乙女の
ひとりごと⑬

ベジーと実家の愛犬達
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マイ・ハイジニストになるための５つのポイント

　11月28日（日）午前９時より県歯会館にて
大阪大学歯学研究科予防歯科学の天野敦雄教
授を講師に県歯・県歯科衛生士会共催のハイ
ブリッド講演会が開催された。
　感染予防のため会場受講定員を100人に限
定し、Web受講者と合わせて277人となった。
　椿副会長による開会の辞、伊藤会長の挨拶
の後、本田県歯科衛生士会理事の司会にて進
行された。
　まず、１点目う蝕・歯周病の最新病因論に
ついて。バイオフィルムは十人十色で、善玉
菌、日和見菌、悪玉菌のmicrobial shift（菌
種が悪い方に変る）が起こる。歯肉縁上プ
ラークと縁下プラークは異なる細菌世界であ
る。う蝕の病因論の歴史的変還は平成になっ
て分かってきたこととして、う蝕原因菌とう
蝕誘発成分として乳酸菌等のたくさんの菌が
検出されており、う蝕誘発性はショ糖＞ブ
ドウ糖、果糖＞デンプンの順に高い。う蝕
のmicrobial shiftは、発酵性糖質が原因：酸
産生菌が発酵性糖質を食べる→バイオフィル
ムが酸性に→酸性に強い酸産生菌が増加→酸
性に弱いアルカリ産生菌が減少→バイオフィ
ルムがもっと酸性に傾き起こる。う蝕予防の
歯磨きは食後すぐ磨くことが重要である。歯
周病の最新病因論としてp.g菌の説明をされ、
歯周病の発生はp.g菌によりmicrobial shiftが
おこりタンパク質と鉄がp.g菌の必須栄養素
になるため、出血があると増殖が加速するた
め、歯周病の治療は歯周ポケットからの出血
を止めることが目的になる。
　次に２点目、TBIとPMTCの知識と技術
について。一人一人のバイオフィルムの病原
性（質）を見分ける細菌検査が重要で発症年
齢、バイオフィルムの硬さ（超音波スケーラー
で取れにくい）などで見分ける。
　３点目、治る歯周基本治療について。歯周
病は歯間部から起こり、キュレットの手技は

刃先1/3のみ当て、動かし方は右手で刃面を
維持・左手で引き上げるとスムーズに動かす
ことができる。
　４点目、信頼が生まれる患者指導（歯周病
を自分事とする）について。イラスト、模型、
位相差顕微鏡、動画、口臭や改善状態を自覚
させる。信頼を得るため、「ベストスマイル
の練習」、「褒めて伸ばす指導」、「望んでいる
ものだけを」、「親しくなろう」、「目先のゴー
ルを低く」、「病状を納得させる説明力」、「結
果を残せる技術」が必要になる。
　最後に５点目、歯科医院のシステムづくり
について。「削る・詰める」に加えて「防ぎ・
守る」がスタンダードでマイ・ハイジニスト
に必要なものは知識、技術、会話力・信頼で
ある。
　そして、最も重要なことは歯周治療、予防
歯科に熱心な院長先生が大事である。と講演
を締めくくられ、その後の質疑応答にも懇切
丁寧に回答をいただいた。
　最後に野田理事より保険点数（P重防・
SPT）の話があり、越川県歯科衛生士会会長
の謝辞の後、講演会終了となった。

（内野 玲）

― 歯周病プロジェクト講演会 ―

総合政策プロジェクト報告

最後に天野教授を囲んで
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７回目の寅年

①平野　裕士
②昭和25年５月11日
③健康に留意し、感謝をこめ
て可及的に充実した日々の
生活を送る。
④新型コロナ等で陰鬱な日常の中でメジャー
リーグでの大谷選手の活躍。
⑤生涯現役が理想ですが事業継承も考慮しつ
つ趣味の旅行を自由に楽しみたい。
⑥何事（飲食、運動他）も退屈なことは避け
平穏な心身を保つことを心がける。

今年は普通の事が普通
に出来る年に

①原田秀一郎
②昭和25年７月14日
③明るく健康で前向きに。
④・コロナの終息。
　・近隣諸国との外交問題。
⑤簡単なボランティア。
⑥・暴飲暴食をしない、バランスのとれた食事。
　・軽い運動。

一日一日を大切に

①増田　　了
②昭和25年９月11日
③心身共に健康であること。
④地球環境問題と新型コロナ
の感染拡大。
⑤世の中の情勢。
⑥毎朝のウォーキング。

健康

①河野　哲朗
②昭和25年９月14日
③健康で翌年を迎えたい
④非常事態の中でのオリン
ピック開催
　政治・政治家の益々の劣化! ！
⑤長男への事業継承
⑥毎日の散歩・ストレッチ、月に２～３回の
ゴルフ
　適度の飲酒・妻との折り合い

年男・年女インタビュー年男・年女インタビュー

①氏名 （敬称略）
②生年月日
③今年の抱負
④昨年のニュース （出来事） の中で、 どん

な事が印象に残りましたか
⑤今、関心があること
⑥健康のために留意していること

年男

①西野　秀隆
②大正15年４月８日
③１日１日を大切に生きる
④孫の結婚式
⑤コロナの終息
⑥しっかり食べて、くよくよせずに、しっか
り眠る。

平々凡々

①本田　　亘
②昭和13年９月19日
③健康第一
④・新型コロナウイルス流行。
　・菅首相退陣。
⑤中国と台湾の関係。中国が台湾を侵略しな
いか？そうなれば日本もただごとではない。

⑥・毎日の散歩、短距離ですが。
　・夜20回スクワット。

還暦からの干支が一回り

①分山　英次
②昭和25年３月23日
③少しずつ変える。（昨年は、
日記をつけようと正月に
思ったら１年間続きまし
た。）

④新型コロナ。昨年８月に濃厚接触者となり
開業以降初めて２週間休診しました。

⑤子供や孫の成長と、仕事の効率化。
⑥毎日野菜サラダを食べ、晴れた日にはヘル
メットを着用して自転車通勤。休診日には
短距離ですが約10㎞の自転車乗り。
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平穏な日々

①佐藤　昭彦
②昭和37年２月26日
③問題なく診療を続けていけ
るよう、体調管理をしてい
くこと。
④・東京オリンピック・パラリンピックでの
活躍。

　・コロナの前半、患者数が、急激に増えた
こと。終息を願う。

⑤コロナ終息にて、自由に旅行が出来るよう
になると嬉しい。
⑥週２、３回のジョギング（１回、２時間程
度）。

初心を忘れず

①藤本　　博
②昭和37年５月５日
③開業して30年、節目の60
歳を迎えるにあたり、あら
ためて歯科医師としての可
能性をもっと追求していきたいと考えてい
ます。
④2020年来、新型コロナの影響で世の中が
消極的になっていったこと。
⑤iOS，Aligner，Airway。
⑥整体とゴルフ。

健康寿命を意識して

①松木正二郎
②昭和37年７月２日
③男性の平均健康寿命まであ
と12年。身体を動かすこ
とを選んでやりたい。
④長いこと仲良くしていただいた内科の先生
が亡くなられ、命の儚さを再認識させられ
た。
⑤５年前に山林を切り開いて植えたアボカド
を今年こそは収穫できるのではないかと期
待している。
⑥10年間、アーノルドシュワルツェネッガー
を目標に週６日トレーニングしたが、なか
やまきんに君ほどにもなれず、関節から変
な音がするようになったので、程々にしよ
うと思う。

ネクスジェン
（ネクストジェネレーション）

①稲葉　逸郎
②昭和25年９月22日
③体力をつけドライバーが昔
みたいに飛ぶようになれたらいいな。

　そろそろ終活を考えなくてはと思っています。
④・松山英樹プロのマスターズ優勝。
　・笹生の全米女子オープン優勝。
　・コロナに振り回された一年でした。
⑤・11月現在、日本だけコロナの新しい感
染者が少なくなったのは何故なのか。

　・孫たちの時代が平和な世界になりますよ
うに。

⑥健康のため、毎週ゴルフに行ってます。ス
トレスが溜まらないように夫婦仲良くを心
がけています。

自然の再発見

①木庭　健雄
②昭和25年10月９日
③体力低下予防の為、脚に負
担が掛からない様に、天気
の良い日には、１日歩きた
い（負担が大きいか？）。

④大リーガー大谷翔平選手のＭＶＰ。
⑤新型コロナワクチン２回接種後、他国では
感染率が増加している中、何故日本では今
の所増加しないのか？マスク？口腔ケア？
手指消毒？食べ物？他？

⑥・現状では感染予防の為、外出を出来るだ
け自粛。

　・下肢強化のトレーニング。
　・炭水化物多量摂食注意。

背面の筋肉量アップ！

①大川　智弘
②昭和37年１月10日
③・背面の筋肉量アップ。
　・可能であれば極真空手の
大会で長嶋一茂と戦って
みたい。

④日本最高峰のラグビートップリーグがＲ４
年１月よりリーグワン（長男がブラックラ
ムズ東京所属）になったこと。

⑤いかに効率良くタンパク質を取って背面の
筋肉量を増やせるか。

⑥・ランニング（１ヵ月に150㎞以上）。
　・パーソナル筋トレで限界まで追い込む。
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ば！そんな年か！

①小野　秀樹
②昭和37年12月18日
③心穏やかに感謝の気持ちを
忘れずに、色々な事にチャ
レンジしたい。
④・ことごとくマラソンのイベントが無く
なった。

　・無観客のオリンピック。
⑤・40年ぶりの山登＆テント泊。
　・お家時間が増えたので本を読む時間が増
えました。読んだことの無いジャンルの
本が読みたい。

⑥年間3,000㎞走る事、深酒をしないくらい
です。

趣味

①松田　　惠
②昭和37年12月26日
③60歳になる前に趣味のゴ
ルフで70台で回りたい。
④松山英樹選手のマスターズ
優勝。
⑤ウェッジ。
⑥出来るだけラウンドに行き、歩くこと。

新たなスタートを切る！

①有働　拡史
②昭和49年１月25日
③1月に新診療所に移転する
ため頑張ります
④未だに終息しない、新型コ
ロナウイルス
⑤塊根（多肉）植物を育てること
⑥基本的に1日1食にしている

かんれき

①井手　裕二
②昭和37年８月９日
③健康で過ごせる様に
④・新型コロナウイルスの影響
　・大谷翔平選手の二刀流
　・昨年、最下位であったヤクルトの優勝
⑤新型コロナウイルスの変異
⑥毎日、納豆を食べること

還暦

①村田　和子
②昭和37年９月４日
③他人に迷惑をかけない様に
生きる事。

④高齢者が起こす車の事故。
⑤孫の成長。
⑥早寝遅起き、しっかり睡眠をとること。

変曲点の今

①浦田　琢二
②昭和37年10月８日
③スタッフが増え、活気あふ
れる新たな次元（人を繋ぐ、
地域を繋ぐ）の診療スタイ
ル実践。

④コロナ禍により平成５年開業以来のスタッ
フ２人が退職、当院暗転。

⑤・当院新生。
　・３月にある天草市議選。
　・アフターコロナのライフスタイル。
⑥2020年８月から始めた１日１時間のウォー
キング。
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ワークライフバランス
の充実

①太田　良紀
②昭和49年７月22日
③・精密治療への取り組み
　・ゴルフベストスコア更新
　・弓道昇段
④・松山英樹プロのマスターズ優勝
　・大谷翔平選手MVP
　・藤井聡太竜王誕生
⑤受験を迎える子供の進路
⑥1日30分以上の運動

本年も宜しくお願いします

①赤城　忠臣
②昭和49年８月11日
③体調に気をつけて体重を少
し落とすこと
④大谷翔平の二刀流でのMLB大活躍
⑤新型コロナ　オミクロン株の感染状況につ
いて
⑥今年こそは…何かやりたいと思います

五黄の寅

①緒方　優一
②昭和49年10月２日
③今年は36年に一度の「五
黄の寅」で素晴らしい一年
であり、本年の夏頃には３
人目の子供を授かる予定ですので健康には
留意したいと思います。
④コロナ禍における東京オリンピックの開催
で賛否両論ありましたが、外国選手をはじ
め日本選手の方々のご活躍と躍進に感心し
ました。
⑤中心市街地がコロナ禍の影響で空きテナン
ト増加による商業地としての空洞化と新築
マンション増加による人的交流と地域の活
性化。
⑥定期的に内科を受診して検査や採血等の体
調管理をしていますが、運動はあまりしな
いので頑張りたいと思います。

好転の年

①佐々木立命
②昭和49年３月３日
③無理をしない、8割の力で
結果を出したい。

④人吉では水害で被災した建物が解体され、
空き地が増えている。新しい建物が増え、
明るい街並みになることを願っています。

⑤人吉・球磨の水害からの復興について。
⑥お酒は週に２回まで

明けまして　
おめでとうございます

①市川　康裕
②昭和49年３月11日
③年男ということで、初心に
返り、まじめにコツコツと
生きていきます。

④大谷翔平選手の大活躍!!
　日本人選手の活躍は心も踊りお酒もおいし
いです。

⑤コロナ禍で初めた釣りにどっぷりハマって
しまいました。

　まわりからは、にわか釣師とディスられま
すが…。

⑥白米おかわり禁止。

人生100年なら折り返し

①森野　　茂
②昭和49年４月24日
③仕事と趣味の充実
④コロナワクチン接種を受
け、コロナワクチン接種に
従事したこと。

⑤デジタルデンティストリー
⑥食事・睡眠・運動・ストレス発散をバラン
スよく
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年男のこれから

①福嶋　亮二
②昭和61年10月31日
③・仕事と家庭の両立!!
　・歯科医療と政治の結びつ
きを学ぶ（県歯連盟理事なので）。
④日本におけるコロナの現状、大谷翔平選手
のMVPニュース。
⑤・コロナによる輸出・輸入の経済に与えた
ダメージがどのように回復していくのか

　・地球の温暖化問題。
⑥健康のためのバランスの良い食事と休日に
全力で子どもと遊ぶ。

充実した毎日

①有永　　誠
②昭和61年11月18日
③2021年は新型コロナウイ
ルスの１年でした。2022年
は自分自身の健康、そして
家族の健康に気を付け、一日一日を充実し
たものにしていきたいと思います。
④新型コロナウイルスの感染爆発について。
⑤新型コロナウイルス感染防止のために歯科
においてできること。
⑥中学生から始めたバスケットボールを今も
継続して行っています。

いつもと変わらず

①月精　秀和
②昭和49年10月16日
③いつも通りのペースで無理
せず、楽しく仕事に取り組
んでいきたい。

④メジャーリーガー大谷選手や将棋の藤井四
冠など若手の活躍。

⑤娘の受験や今後の進路。
⑥無理しない。ストレスをためない。毎日を
ポジティブに楽しく過ごすと心も身体も健
康になります。

寅年を迎え

①矢毛石　玲
②昭和49年11月14日
③健康に気を付け昨年より成
長する。

④新型コロナによる世の中の
変化。

⑤家族の健康と息子の受験。
⑥毎日の犬の散歩とウォーキング。

健康第一

①有永小百合
②昭和61年８月23日
③子供との時間をもっともて
るようにしたい。

④東京オリンピック・パラリン
ピックの日本人選手の活躍。

⑤新型コロナウイルスが落ち着いて自由に旅
行に行けるかどうか。

⑥食事をきちんと取り、ストレスを溜めない。
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会 務 報 告 自　令和３年10月25日
至　令和３年11月21日

所管 日付 摘要 出務者

総　　務

10月26日 スポーツ医科学専門委員会（水前寺共済会館） 宮井副会長

27日

県健康づくり推進課との打合せ　令和4年度予算要求 牛島専務理事、岡㟢事務局長
第157回九州地方社会保健医療協議会熊本部会（熊本第二合同庁舎） 椿副会長
第６回理事会
【承認事項】
 （１）新入会員（２）後援名義の使用依頼
【議　　題】
 （１）関係機関・団体への会費等の納入（２）令和３年度熊本県委託事業に係る予算
 （３）講師派遣　ほか
【協議事項】
 （１）令和３年度災害歯科保健医療体制研修会

伊藤会長他（五島理事除く）全役員

11月１日 【Web】スマイルコンテスト打合せ（各診療所） 髙水間・石井理事、秋山副学院長

２日 会務打合せ
 （１）Ｒ４年度委員会事業計画（２）ＤＸ（３）総務関連 牛島専務理事、宇治常務理事

５日 各委員会概算要求協議（センター・スペシャルニーズ、社保、学術、厚生・医療管理、学校歯科）
宮井・椿副会長、牛島専務理事、宇
治常務理事、舩津・野田・馬場・工藤・
石井理事

８日 各委員会概算要求協議（医療対策、地域保健Ⅰ・Ⅱ、広報、医療連携）
松本副会長、牛島専務理事、永松・
長野・宇治常務理事、椿・町田・髙
水間・神㟢・三森理事

９日 「人生100年くまもとコンソーシアム」第３回会議（ホテル熊本テルサ） 牛島専務理事

10日 【Web】支払基金支部運営委員会 伊藤会長
月次監査　10月末会計現況監査 増田・水上監事

11日 県保健医療推進協議会（ホテル熊本テルサ） 伊藤会長
12日 佐賀県歯会門司会長との懇談会（熊本市） 伊藤会長、宇治常務理事
13日 【Web】第42回全国歯科保健大会（診療所） 伊藤会長
14日 【Web】社会歯科学会理事会（診療所） 牛島専務理事
15日 スマイルコンテスト打合せ（各診療所） 髙水間・石井理事、秋山副学院長

16日
熊本市歯会との懇親会（熊本市） 伊藤会長他（舩津理事・五島理事除

く）全役員
くま歯キャラバン隊（天草郡市）（天草プラザホテル）　
 （１）点数アップの為の保険診療ポイント（２）個別指導対策のポイント：受講者：30人 舩津理事

17日

【Web】都道府県歯科医師会専務理事連絡協議会（診療所） 牛島専務理事
第８回常務理事会
 （１）後援名義の使用依頼（２）関係機関・団体への会費等の納入
 （３）令和３年度熊本県委託事業に係る予算　ほか

伊藤会長他常務理事以上全役員

三役会議
 （１）叙勲表彰者選定

伊藤会長、牛島専務理事、宮井・椿・
松本副会長

19日

【Web】九州各県歯科医師会事務職員研修会　担当県：長崎県歯会 岡㟢事務局長他４人
第２回災害時歯科医療供給体制検討会（県歯科会館、診療所）
【報　　告】
 （１）前回の議事録（委員会報告書）（２）その他
【協　　議】
 （１）災害歯科保健医療研修強化事業研修会、意見交換会
 （２）次回、第３回災害時歯科保健医療供給体制検討会（３）その他

松本副会長、牛島専務理事、永松常
務理事、石井理事【Web】宇治常務
理事

学　　術

11月２日 【Web】日歯生涯研修制度小委員会（診療所） 馬場理事

７日

【Web】日本補綴歯科学会共催生涯学習公開セミナー（県歯科会館、各所）
【Zoom】受講者：65人
　演題：講演Ⅰ『外傷予防だけではない…スポーツマウスガードの臨床』
　　　　　　講師：松村英尚先生
　　　　講演Ⅱ『睡眠時無呼吸症患者に対して歯科医師ができることは？
　　　　　　　　　－口腔内装置による治療の紹介－』
　　　　　　講師：槙原絵理先生

椿副会長、馬場理事、内野委員長他
全委員

20日 【Web】第２回生涯研修制度検討小委員会（診療所） 馬場理事

社会保険

10月30日 社会保険委員会（熊本市）
 （１）会員向け発行物（２）指導立会者、個別相談対応（３）近県歯会担当者会議

舩津・野田理事、桐野委員長他12委
員

11月６日 【Web】近県歯科医師会社会保険担当者会議　担当県：山口県歯会
伊藤会長、椿副会長、舩津・野田理事、
桐野委員長、清水・橋本・園田副委
員長

11日 保険個別指導（熊本第二合同庁舎） 中村・宇都委員

地域保健Ⅰ 10月26日 地域保健委員会Ⅰ
 （１）担当者決め（２）乳幼児のむし歯保有率（３）歯と口の健康週間

松本副会長、髙水間理事、郷原委員
長他全委員

11月18日 県健康づくり県民会議（ホテルメルパルク熊本） 伊藤会長

地域保健Ⅱ

10月29日
地域保健委員会（県歯会館、診療所）
【Zoom】
 （１）介護者歯科実技研修会リハーサル（２）講師とのWeb接続
 （３）接続方法確認・確定

【会館】松本副会長、町田理事、赤
尾委員長【Web】伊藤委員

11月８日 在宅歯科医療連携打合せ
 （１）アンケートの配布・集計方法（２）アンケート内容の確認（３）モデル地域打合せ

松本副会長、長野常務理事、町田理
事

11日 後期高齢者歯科口腔健診データ分析会議
 （１）後期高齢者医療歯科分析事業打合せ（２）進捗状況（３）医科・歯科評価指標

赤尾委員長、郷原委員長、弘中副学
院長
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所管 日付 摘要 出務者

地域保健Ⅱ

12日
【Web】在宅歯科医療研修会リハーサル
【Zoom】講師：菊谷武先生
 （１）接続確認（２）内容確認

【会館】長野常務理事、町田理事、
赤尾委員長他３人【Web】松本副会
長

15日
【Web】モデル地域と打合せ
【Zoom】
 （１）モデル地域アンケート（２）介護保険算定研修会

【会館】長野常務理事、町田理事、
吉田委員【Web】松本副会長、赤尾
委員長、宮坂山鹿市歯会長、赤星山
鹿市歯会理事

18日 介護保険ワーキング委員会
 （１）今後の流れ（２）役割分担

長野常務理事、町田理事、舩津理事
他４人

広　　報

11月12日
【Web】広報委員会
【Webex】
 （１）熊歯会報12月号　第１校目校正

【会館】神㟢理事他２委員　【Web】
他３委員

16日 ネットワークとの広告掲載打合せ 神㟢理事

19日
【Web】広報委員会
【Webex】
 （１）熊歯会報12月号　第２校目校正

【会館】神㟢理事他３委員　【Web】
他３委員

学校歯科

10月28日 【Web】第71回全国学校歯科医協議会（各診療所） 伊藤会長、石井理事
11月４日 県高等学校保健会第２回生徒保健委員連絡協議会（市民会館シアーズホーム夢ホール） 宮井副会長

17日
学校歯科委員会
 （１）県委託事業①各郡市学校歯科担当者会議②歯及び口腔の健康に係る研修会
 （２）日学歯基礎研修・更新研修
 （３）日学歯啓発チラシの進捗状況　ほか

石井理事、髙田委員長他４委員

18日 県PTA共済審査委員会（県婦人会館） 牛島専務理事

医療対策

10月26日 医療相談事例対応（熊本大学医学部附属病院） 椿理事、松原良太委員
11月２日 医療相談 永松常務理事、椿理事

５日 医療相談 永松常務理事、椿理事、松原良太委
員

15日 医療対策委員会
 （１）事例報告検討（２）理事報告 永松常務理事、椿理事他全委員

センター・
スペシャル
ニーズ

10月26日 第５回障がい者歯科スキルアップセミナー（口腔保健センター）
　講師：石井里加子歯科衛生士

28日
センター・スペシャルニーズ委員会
 （１）障がい者歯科スキルアップセミナー（２）セデーション
 （３）宮崎歯科福祉センタ―視察　ほか

椿副会長、我那覇委員長他５委員、
石井歯科衛生士

31日 センター IV-S研修会（口腔保健センター）
　講師：山室委員

11月11日 第６回障がい者歯科スキルアップセミナー
　講師：石井里加子歯科衛生士

13日 宮崎歯科福祉センター見学（宮崎市） 椿センター長、山室委員、難波歯科
医師

17日 はなぞの学苑歯科健診（はなぞの学苑）
　健診者：22人 古田・藏本歯科医師他３人

18日 第７回障がい者歯科スキルアップセミナー（口腔保健センター）
　講師：石井里加子歯科衛生士

厚生・医療
管理

10月30日 下益城郡健康診断（松橋東防災拠点センター）

11月12日 【Web】厚生・医療管理委員会（各診療所）
 （１）医療管理講演会（２）歯科衛生士復職支援事業（３）歯科医院事業承継　ほか

宮井副会長、工藤理事、牧委員長他
全委員

13日 水俣・芦北郡市健康診断（津奈木町つなぎ文化センター）

医療連携

10月27日 菊南病院と回復期連携覚書取り交わし（菊南病院） 伊藤会長、三森理事、宮本熊本市歯
会長

11月１日
山鹿中央病院と回復期連携覚書取り交わし（山鹿中央病院） 伊藤会長、三森理事、宮坂山鹿市歯

会長

医療連携委員会 松本副会長（Web）、三森理事、太
田委員長、吉武副委員長

４日 武蔵ヶ丘病院と回復期連携覚書取り交わし（武蔵ヶ丘病院） 伊藤会長、松本副会長、三森理事、
宮本熊本市歯会長

18日 宇城総合病院へ回復期連携の働きかけ（宇城総合病院） 三森理事

学　　院
10月27日 第６回理事会 東学院長

28日 学院役職員会 東学院長、秋山・弘中副学院長、正
清教務部長

事 業 課 11月17日 研修会打合せ 宮井副会長、宇治常務理事



事業課からのご案内

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　SOMPOひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局 事業課　TEL：096-343-8020 ]

下記保険会社と団体収納契約をしている為、会費明細引きがご利用可能。

個人加入の保険料が団体割引でお安くなり、保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

引受保険会社 幹事 メットライフ生命

保険料がさらに
お安くなりました

最高「3000万円」の
保障が無診査で加入OK

配偶者も 1000万円
まで加入OK

１年更新で配当金は
毎年加入者へ還元

其の
1

其の
２

（2021年の還元率 48％）

★この保険は新型コロナウイルスの感染時に災害入院・災害死亡で保障されます
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安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

オミクロン株も流行り出し、昨年に引き続きコロナ禍での先行き不透明な年明け

になりました。ですが、コロナ禍が２年続いた事での気づきや学びが沢山あったり、

昨年末にかけて忘年会など人に会う機会を得られた事で、去年よりは気持ち的に

大分明るい新年の迎え方になったのではないでしょうか？

今年こそは人と直接関わりながら仕事も遊びも楽しみたいものですね！

（H.M）

主な行事予定 2 February

2日（水）

5日（土）

16日（水）

22日（火）

第13回常務理事会

学院一般一次・社会人二次入学試験（学院校舎）
新入会員研修会

第14回常務理事会

第10回理事会

編 集 の つ ぶ や き


